
「
銚
子
モ
デ
ル
」
で
産
業
振
興

　

公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な

展
開
が
、
洋
上
風
力
発
電
や
再
エ
ネ
事
業

で
す
。

　

洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
昨
年
12
月

24
日
、
国
の
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
に
基
づ

き
、
銚
子
市
沖
促
進
区
域
の
発
電
事
業
者

に
、
三
菱
商
事
エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
㈱
、
三
菱
商
事
㈱
、
㈱
シ
ー
テ
ッ
ク

を
構
成
員
と
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
千

葉
銚
子
オ
フ
シ
ョ
ア
ウ
ィ
ン
ド
」
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
本
格
的
に
動
き
始
め
ま
す
。
引
き
続
き
、

発
電
事
業
者
や
漁
業
関
係
者
、
商
工
業
者

な
ど
の
関
係
者
、
市
民
と
の
対
話
を
重
ね

な
が
ら
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
と
の
共
生
を
第
一
と
し
な
が
ら
産
業

振
興
に
つ
な
げ
る
「
銚
子
モ
デ
ル
」
を
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
、
洋
上
風
力
発
電
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
・
し
ご
と
づ
く
り
を
進

め
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

　
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
銚
子
」
の

実
現
に
向
け
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
ま
す
。
洋
上
風
力
発
電
や
太
陽

光
発
電
な
ど
、
地
域
の
脱
炭
素
化
に
つ
な

が
る
銚
子
市
由
来
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
災
害
時

に
お
け
る
電
力
供
給
な
ど
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
銚
子
西
中
学
校
に
供
給
し
て
い

る
よ
う
に
、
市
内
の
陸
上
風
力
発
電
所
で

発
電
さ
れ
た
再
エ
ネ
１
０
０
％
の
電
力
を
、

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
と
市
立
高
校
へ
の

供
給
に
拡
げ
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
銚
子
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
環
境
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
将
来

に
向
け
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
へ
の
再
エ

ネ
１
０
０
％
の
電
力
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

新
年
度
予
算

　

市
財
政
の
危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
き

た
こ
と
か
ら
、「
第
７
次
銚
子
市
行
財
政

改
革
大
綱
」
や
「
緊
急
財
政
対
策
」
を
推

進
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
痛
み
を
伴
う
改

革
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

正
常
な
形
で
新
年
度
予
算
編
成
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
末
の

財
政
調
整
基
金
残
高
も
約
12
億
円
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
気
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
危
機
感
を
も
っ
て
収
支
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
洋
上
風
力
発
電
に
よ

る
産
業
集
積
、
地
場
産
業
の
振
興
や
企
業

誘
致
に
取
り
組
み
、
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
国
内

で
確
認
さ
れ
て
か
ら
２
年
余
り
が
経
過
し

ま
し
た
。
様
々
な
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現

に
よ
り
感
染
拡
大
の
波
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
市
民
・
事
業
者
・
医
療

機
関
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

感
染
防
止
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
間
隔
を
前
倒
し
し
て
実

施
し
、
接
種
の
加
速
化
に
努
め
ま
す
。

　

市
役
所
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
難
局
に

当
た
り
、
感
染
防
止
対
策
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
支
え

る
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。　

公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り

　

銚
子
市
総
合
計
画
で
は
、「
握
手
〜
つ

な
が
る 

ま
ち
づ
く
り
の
ち
か
ら
〜
」
を

都
市
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
ま
し
た
。
限
り
あ
る

行
政
資
源
だ
け
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
市
民
・
地
域
・
団
体
・
民

間
企
業
な
ど
が
持
つ
力
を
掘
り
起
こ
し
、

つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
力
を
生
み

出
し
て
い
く
。「
公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
考
え
方
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。

　

公
民
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
と

民
間
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
、

互
い
の
得
意
分
野
で
力
を
発
揮
し
な
が
ら

事
業
を
展
開
す
る
手
法
で
、
今
後
の
銚
子

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
な

る
も
の
で
す
。
銚
子
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
分
野
で
市
民
協
働
事
業
に
取
り

組
み
、
民
間
企
業
と
防
災
・
地
域
活
性
化
・

見
守
り
な
ど
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
民
間
の
発
想
力
や
経
営

力
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
、
公
民
連

携
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
魅
力
を
創
造
し
、
情
報
発
信
力
を
高
め

な
が
ら
、
地
域
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
施
政
方
針

洋
上
風
力
を

銚
子
の
活
力
に
！

問 

企
画
室 

☎（
24
）８
９
０
４

紙
面
の
都
合
で
一
部
を
掲
載
し

ま
し
た
。

全
文
は
市
役
所
３
階
企
画
室
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。


